
登録生徒数 109 100

101

【協力管理員数（地域の方）・学習アドバイザー数（大学生等）】
平成26年度 平成27年度

協力管理員数 101 100

27年度
事業成果概要

【サタスタ登録児童・生徒数】
平成26年度

学習アドバイザー数 114

平成27年度
登録児童数 381 341

必要性

　「平成24～26年度大阪府学力・学習状況調査」において、自宅での学習時
間が短い、また、塾や家庭教師で勉強をしている児童・生徒が少ないとの調
査結果が出ており、学習機会の提供や学習環境の整備は必要と考える。今
後、より確かな学習習慣の定着を図っていくために、本事業を継続して実施
していく必要がある

「かどま土曜自学自習室サタスタ」
事業

担当課名 生涯学習課

事業目的

（何のために）

27年度

事業目標

地域の方や大学生の協力を得て、自学自習環境を整え、学習習慣の定着を図
る

平成28年度門真市魅力ある教育づくり審議会

　早期の学習支援環境整備のため、大学訪問や広報・自治会回覧等を行
うことにより人材確保に努め、５月上旬より事業を開始した。

　学習支援ソフトの導入により、自学自習しやすい環境整備を図った。

開始年度 平成21年度

手　　段

　宿題や教科学習等を学習する子どもたちに教える学習アドバイザーと、参
加児童及び生徒の安全管理に配慮するため管理員を各校に配置する。また、
各中学校区学校支援地域本部とも連携し、地域での人材を確保・配置し実施
する。

事
業
の
内
容

　児童・生徒の学習習慣の定着を図り、豊かな心や、生きる力を育むととも
に、地域人材の有効な活用を図ることで、地域の教育力の向上を目指すた
め。

対　　象
小・中学生（対象学年は、学校によって異なる）

（誰・何を）

事業概要
　土曜日の小・中学校において自習室を開設し、学習アドバイザー・管理員
の協力により児童・生徒の学習習慣の定着を図る。

事業名
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※五月田・砂子は自由出席制のため、延べ参加人数のみ表記

手　　段

　宿題や教科学習等にアドバイスを行う学習アドバイザーと、参加児童及び
生徒の安全管理に配慮するため管理員を各校に配置し実施する。また、各中
学校区学校支援地域本部とも連携し、地域での人材を確保・配置し実施す
る。

門真みらい小学校 28回 40人 760人

東小学校
※砂子小学校 24回 ※ 628人

事業概要
　小学校の放課後において自習室を開設し、学生や地域ボランティア等の協
力を得ながら児童に学習機会の場を提供することで、学習習慣の定着を図
る。

※五月田小学校 30回 ※ 1,378人

27回 37人 582人

上野口小学校 29回 47人 985人
北巣本小学校 31回 35人 766人

述べ参加人数
四宮小学校 25回 65人 938人
沖小学校 24回 44人 753人

平成27年度 268人 6,790人

学校名 実施回数 登録人数
27年度

事業成果概要

平日昼間の開催のため、人材の確保が課題であるが、学校支援地域本部や
包括連携協定締結大学の協力により、８校にて予定通り開催することができ
た。

登録児童数 述べ参加人数
平成25年度 332人 7,683人
平成26年度 340人 7,398人

平成28年度門真市魅力ある教育づくり審議会

開始年度 平成20年度

（誰・何を）

必要性

　児童・生徒の学力に課題がある中で、本市の児童・生徒は、「平成22年度
学力状況
調査」において自宅での学習時間が短いとの調査結果が出ており、学習の機
会の提供や学習環境の整備は必要と考える。今後、より確かな学習習慣の定
着を図っていくために、本事業を継続して実施していく必要がある。

事
業
の
内
容

事業目的 　「地域の子どもは地域で守る」意識の醸成や、学ぶ意欲がある子ども達に
対して、教科学習を中心とした放課後の学習機会を提供し、地域の教育力の
向上を図るため。（何のために）

　学生や地域ボランティア等の協力を得ながら児童に学習機会の場を提供す
ることで、学習習慣の定着を図る。

対　　象
小学生（対象学年は、学校によって異なる）

事業名 「まなび舎Kids」事業 担当課名 生涯学習課

27年度

事業目標
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